
岐阜県中津川市 加子母むらづくり協議会

「農村ＲＭＯにおける各府省施策の活用について」

令和５年度 第２回農村ＲＭＯ推進研究会



⚫ 岐阜県の東部、中津川市の最北部に位置し、総面積

114.16㎢の94%を山林が占め、地域全体が中山間地域

⚫ 中津川市の中心部までは車で50分の距離

加子母地域の概要

20年に一度執り行われる
伊勢神宮式年遷宮
御神木伐採式

中津川市
加子母
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加子母地域の概要

小郷
143世帯

小和知
105世帯

中切
97世帯

番田
90世帯

上桑原
87世帯

中桑原
77世帯

下桑原
76世帯

万賀
110世帯

角領
65世帯

二渡
80世帯

⚫ 保育園 1施設（37人）

⚫ 小学校 1校（85人）

⚫ 中学校 1校（71人）

⚫ JA、郵便局、商工会支所（各1）

加子母
小学校

加子母
中学校

加子母
保育園

加子母
総合事務所

⚫ 地域の人口は963戸2,498人(R2国勢調査)

⚫ 南北約10キロに10の集落があり、それぞれの

集落協定を締結

⚫ 農家数は407戸、8割以上の世帯が森林を所有
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国勢調査より 人口
年齢別 児童

生徒数65-100 15-64 0-14

1990（平成 2年） 3,506 763 2,112 631 403 

2000（平成12年） 3,411 1,001 1,847 563 371 

2010（平成22年） 3,071 1,034 1,615 410 276 

2020（令和 2年） 2,498 1,062 1,210 226 175 

2030（令和12年） 1,884 982 815 87 68

2040（令和22年） 1,371 842 492 37 30

2050（令和32年） 932 646 270 17 ??

平成2年（1990） 令和2年（2020） 増減（率）

加子母地域の人口 ３，５０６人 ２，４９８人 ▲１，００８人（28.8%）

① 65歳以上 ７６３人 １，０６２人 ２９９人（39.1%）

② 15歳～64歳 ２，１１２人 １，２１０人 ▲９０２人（42.7%）

③ 0歳～14歳 ６３１人 ２２６人 ▲４０５人（64.2%）
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人口は、平成2年の3,506人から、令和2年は2,498人と30年間で1,008人減少、高

齢化率は21.8％から42.5％となり、過疎・高齢化が進んでいる。

特に、将来の担い手となる子供たちは激減して危機的な状態。

加子母地域の概要
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加子母むらづくり協議会の組織・運営体制

区長会（地縁団体）
・明治30年から続く制度。
・区長は選挙により選出
（任期は1年）
・区長の下に班長や農事改良組合
や各種委員を選出し運営

分科会（専門部会）
・地域づくり、防災安全、社会
福祉、住環境・女性、教育、
スポーツ、文化、農業、林業、
商工業のテーマごとに活動

・それぞれ座長を選出（任期の
定めなし）
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平成17年2月 中津川市に合併 旧町村ごとに地域審議会が設置

平成24年3月 地域審議会を発展させ、加子母むらづくり協議会 発足

平成25年度 総務省「域学連携」地域活力創出モデル実証事業

大学生が持つ行動力やアイデア，教員が持つ知識や情報、人的ネット   

ワークなどを地域再生の実践に活用

平成26年9月 かしも明治座保存修理工事着手（域学連携事業がきっかけ）

平成27年1月  ＮＰＯ法人かしもむら 設立

平成27年度～ 農林水産省 農村集落活性化支援事業

平成27年9月  かしも明治座保存修理工事完成

平成27年10月 かしも明治座運営、コミュニティバス運行の指定管理を受託

平成29年度 総務省 過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業

加子母広報システム（広報・買い物・生活支援システムの構築）

 総務省 地域おこし協力隊

域学連携事業の参加学生が着任、かしも明治座を中心とした観光振興

令和5年1月 認定NPO法人に認定（岐阜県）

 公共性、公益性、健全性、透明性の基準をクリア

令和５年度～ 農林水産省 農村RMO形成推進事業

加子母むらづくり協議会 これまでの経緯

-6-



地域力と学生力の連携による

「加子母る山村文化大学」
15大学310名、延べ4463名がフィールドワークを展開

京都大学

京都工芸繊維大学

金沢工業大学

京都造形藝術大学

立命館大学

東洋大学

武蔵野美術大学

多摩美術大学

名古屋大学

日本福祉大学

名城大学

名古屋工業大学

東京藝術大学（OB）

愛知学院大学

大連民族学院

平成25年度 総務省「域学連携」地域活力創出モデル実証事業
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活動プログラム 事業内容

加子母木匠塾２０１３ 木造建築（６大学５作品）

明治座ｸﾗｼｯｸｺﾝｻｰﾄ 子どもたちのためのｸﾗｼｯｸｺﾝｻｰﾄ開催

明治座歌舞伎公演ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 舞台美術（加子母歌舞伎公演の舞台制作）

加子母中学校ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 中学生と加子母の将来についてのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

加子母ＰＲビデオ作成 地域ＰＲビデオ作成

温泉スタンド活用提案 加子母温泉スタンドの活用方法提案

ポタリングコースづくり 観光ｵｱﾀﾘﾝｸﾞｺｰｽの開拓

明治座耐震改修調査 明治座耐震改修に向けての現状調査

聞き書き「加子母人２」 聞き書き講習会、聞き書き活動

加子母川（白川）河川調査 加子母川の河川生態調査

山村文化調査 様々な視点からの山村文化調査

木匠塾シンポジウム 学生自身が作る木匠塾シンポジウム開催

生活支援 コミュニティバス運行事業平成25年度 総務省「域学連携」地域活力創出モデル実証事業
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30年つづく加子母木匠塾

平成7年から続く加子母木匠塾は、全国から大
学生が集まり木造建築実習に取り組む。公共建
築や学校遊具、バス停、公園ベンチ等を地元工
務店の指導のもと制作。最近では300人もの学
生が加子母に訪れる。自然や地域に溶け込み、
大学での勉強だけでは習得する機会のない日本
の伝統的な木造建築の技法も体験。森林見学や
間伐体験などを通して実際の森林や山村の現状
を知り、国産材や森林の持続可能な利用を考え
るきっかけとなっている。
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30年つづく加子母木匠塾

古民家の改修 小学生と木育教室 コロナ禍中での水車制作 祭りへの参加

木材市場の見学草刈り講習スマート農機体験 未利用材搬出
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平成27年、域学連携事業がきっかけで、傷みが大きくなっていた明治27年
創建の県有形民俗文化財の農村舞台「明治座」が、創建当時の榑葺き屋根に
復元されました。
域学連携事業で在学中から、この明治座改修の記録保存に関わっていた名古
屋工業大学の学生と、地歌舞伎の空間演出のワークショップに来ていた武蔵
野美術大学の二人の若者が移住し、地域サポート人材として活躍しています
います。

域学連携による「関係人口」の構築

-11-



加子母の広報＆生活支援システム

広報システムセンター
(業務委託)

広報システム

生活支援システム

家庭用端末
(広報受信機)

地域の家庭や事業所

インターネット網

基地局
Wi-Fi スマホ受信

【システムの基本構成】

平成29年度 総務省 過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業

各戸に設置された端末機からは朝昼夜の定時に放
送が流れる。買い物支援システムは、テレビ画面
から商品を注文すると家に配達してくれるなどの
サービスで、地元の商店の協力により様々な商品
やお惣菜、弁当などが販売されており、高齢化が
進むこの地域にとって買い物が困難な高齢者やそ
の家族などに喜ばれています。

アリッツ（株）

2019年に本社をふるさとの加子母に移転したIT会社。広報シ
ステム全般の保守管理だけでなく、オンラインショップの受
注管理や集出荷など広範囲にわたりサポートしてくれている。
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生活支援事業

有償ボランティア
「えぷろん」の活動

2022年7月から、高齢者・障がい者・
子育て中のご家庭など、日常生活の
ちょっとした困りごとを住民同士で解
決する助け合いの活動。社会福祉協議
会とも連携しながら、公的サービスで
は補えない部分をお手伝いしています。

見守りサポート

透析患者の
ボランティア輸送

2022年1月から、予てから要望のあった
透析患者さんのボランティア輸送サービ
スも開始しました。

通院サポート

ボランティアによる高齢農家
の集出荷と買い物支援

地元の事業者の協力により、高齢農家の
直売所への集出荷や買い物支援のサポー
ト事業も開始しました。

集出荷・買い物サポート
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生活支援 コミュニティバス運行事業（市指定管理事業）

中津川市から「加子母地区コミュニティバス運行事業」を
受託し、高齢者や交通手段を持たない方の日常の通院や、
買い物などの「お出かけ手段」として運行しています。

加子母

ＪＲ高山線

至高山

至岐阜・名古屋

中津川

坂下

至長野

至名古屋

ＪＲ中央線

中津川
市民病院

坂下病院県立下呂
温泉病院

②濃飛バス路線 ①北恵那バス路線

透析通院者送迎

下呂駅

加子母地域内
コミバス巡回

所要時間：約１時間

所要時間：約２０分

所要時間：約３６分

ＮＰＯが運行 バス会社運営
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【利用状況の推移】
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594

コロナ渦期間

2,163

296

受託事業
を開始

利用者数 便数

【コミュニティバス有償運送事業】

・平成27年10月 中津川市の管理委託を受託してコミュニティバス有償運送事業を開始。
・平成29年 7月    定員オーバーを回避するため１０人乗りから１４人乗りに変更。
・平成29年10月 停留所と一部路線を変更。
・令和２年～  コロナ感染防止により利用者の減少が進む。
・令和５年～  コロナ渦での外出自粛や高齢化の影響で高齢者利用の減少

【加子母コミバスの特徴】
・路線が１系統で地域を網羅していること。
・生活に必要な主要な施設が路線に接続していること･･･ワンストプで接続。
総合事務所、ＪＡ、歯科診療所、医院、薬局、郵便局、ショッピングセンター等

・寒冷地のため冬季(１～３月)に利用が減少する。

１４人乗
に変更

便数(年)

利用者数(人)

生活支援 コミュニティバス運行事業（市指定管理事業）
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15

「特定地域づくり事業協同組合」

令和4年度に過疎地域にも指定。地元の
商工会の事業者や農家も「人」不足が
深刻で組合設立に向けた検討会を始め
ました。

・地域内だけでは繁忙期が重なる

・派遣できない業種との調整

地域の担い手づくり

仕事と住まいをセットで

暮らしに寄り添った職場選び

 

まだまだ検討段階ですが「特定地域づくり事業協同組合」

NPOスタッフがトマト
農家で“朝活”に挑戦

白川ワークドットさんを
招いての勉強会

はっぴーたーん企画の
地元企業の職場見学会
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だれもが安心して暮らせるように

域学連携を通じた大学生と地域住民の交流を通じ、
地域サポート人材としての関係性の構築と新たな
コミュニティビジネスの創出を目指しています。
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